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審 査 の 結 果 の 要 旨
　シッフ塩基など C＝ N結合を複数もつ配位子は salenに代表されるように，多様な配位能とその錯体の多
彩な機能から様々な研究が行われてきた。本研究において著者はこれらの配位部位を集積させて，広範な機
能が期待されるメタロ分子集積体や，ホモおよびヘテロクラスターの全く新しい合成手法を開発することに
成功している。特に厳密な構造解析によって明らかとなった亜鉛七核錯体は，これまでの常識を覆すような
テンプレートの概念を生み出すことに繋がった。すなわちクラスター生成において部分構造的な切っ掛けを
与えることで，テンプレートとしてはもはや作用しないと思われる配位子から離れた箇所での自発的クラス
ター生成を制御する部分テンプレートの新概念に繋がる独創性の高い成果を上げている。またこれを利用し
たヘテロ多核クラスターの生成も，これまでに全く例のない斬新な手法であり，基礎的な錯体化学や超分子
化学における重要な知見となっている。さらにこれらは触媒化学やナノ材料科学への新たな展開が期待され
るインパクトの高い成果でもあり，本研究は高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
